
うんでんしれ

2. 貫通できる全室形 3. 半~形迎転蜜

る。

3 半室形 (図-3) 巡転室の奥行を長くして， 仕切りを事

室怖の約士のところにもうけたもの。 11
は仕切隊によつて客室との{仕上切りとする。

4 全室 形(中 ・ 長距離電車 4 全室形 (中 ・長距聞t電車Ill)

用) (凶-4) 流線形または半流線

形の111の主E転室で床簡僚が大きい。

助士用腰掛 ・ 指導員用腰掛等の設

備がある。

主E転室内には電車の例をあげる

とつぎのような俊探類が設備され

ている。

l 運転士のための後総主幹

制御総 ・ プレ ー キ弁 ・ 合図用プザ

Z亀

および抑ポ F ン・電話器 ・ 速度計 ・ 空気圧力計 ・ ~ふき総 ・ 日

よけ ・ その他各極表示燈 ・ スイ ッチ類。

2 車掌のための機総 合図mプザおよびj\flボタン ・電話総 ・

車掌スイッチ ・ 1!l:灯点滅用スイッチ等。

3 主として卒挙があっかうが保安のための俄itit 車掌弁 ・

プレーキスイ ッチ ・ 手プレーキ ・ 消火総 ・ その他各fi]表示灯 ・

スイッチ類。(内村守男)

うんでんしれい 運転指令 (英) order of train opera tion 

列車迎転に関する業務命令。国鉄では総裁迷示または鉄道管

l'Jl局長達示によ号て命令される。また日常の列車巡転に関する

命令は鉄道管理局の列車指令員， 電車 . ~量以1111指令員に よって，

鉄道管迎局長の名において電報または電話によって命令される

のである。なお狭義には列車指令員のことを略して運転指令と

いう場合もある。(山岸助六)

うんてんせいせき 運転成織 広義においては列車巡転成絞・

各極111丙の使用成総 ・ 乗務員仕業成Nftおよび巡転事故成総等を

も包含する運転関係業務成総を総称するが，通称する運転成績

は各高Jl:Ifi両の運転キロならびにこれが運転に使用した燃料 ・ i由

JI旨または電力等の消費成献をいい ， いわゆる運転統計の根幹を

なすものであり，この調査対象にはつぎのものがある。

l 俄|刻111運転成績 蒸気 ・ 電気 ・ ディーゼノレ等の各極線開

車について機関区別・後l刻車形式別・m!関車仕業別 ・ 線別・列

車在E別等に，軽量関車キロ・換算車両キロ ・ これら運転に使用し

た石炭 ・ 流動燃料および電力の消費量を調査したもの。鉄道事

業技中のJtk:大物件費として重要なる部門を占める石炭q't_の消長

に関する調査資料として各聞か ら利用されるほか， 電化・ 気動

車化等の得失を検討する場合における経済比絞には第一義的に

採り上げられる統計資料で，平均牽引(けんいん)換算両数 ・

機関車 1 キロ当りおよび換算車両 100 キロ 当 りの石炭消費量，

電力?内政設等は消費成総調査の目安である。

2 ~[耶運転成総 電車列車キロ ・ 電車キロ (*il効率 ・ 付随

耳i5J IJ)および換算電車キロの内容を有する運転キロと，これに

伴なう電力量の消IJ't.成績を電車区別 ・ 線別に調査したもの。 平

均連結問数は列車単位の大小を示し ， 列車 1 キロ当りおよび換

Jîl '1Il":111 100 キロ当 り 電力:GIのt階段割合とともに ， 1ft司王巡紙業績

審査および務計画lの資料となる。

3 ディーゼノレ励:Ifi巡転成車賀 気動車区 日IJ (または H韓関区

別) ・ 形式別 ・ 線別に動車列車キロ ・ 動車キ ロ・ 換算動車キロ

ならびにその燃料使用量を内容とする 。

4 管内運転成絞 1 -3 項は鉄道管l'Jl局所属の各般!関区 ・

'也事区ならひVこ気即~:Ifi区に配置された動力事につき調査され，

他局に突出した作業も含めた成績であるが， 管内運転成績は各

鉄道管理局の所管区j或内で運転された総量を示し， 運転キロ ・

燃料 ・ 電力を定期 ・ 不定期j ・ 臨時別に分実質調査するもので， そ

の利用目的は列車運行所定キ ロとの対照，人 ・ トンキロ ・ 総収

入との相|刻等， 各局管内業縦審査の基礎数値となる。

以上の諸王E松成般のほかに各極動力車別に燃料i 出 JI旨の使mrd:

を機|主l区別に迎松周 ・ 点 1朱火用・織|刻区用 ・ 客貨車用のHl途別

に， また段極の而から品名別 ・ 炭田別 ・ 塊切粉別に， 石炭突数

量 ・ 石炭換算金 ・ 総発熱量を調査した石炭炭極別使用成績およ

びi援房車用 ・ 予熱用ならびに修緩掃除用等客貨車区で使用する

答貨llim燃料成総を調査ーしたものがある。(一条幸夫)

うんでんせいび 運転整備 軽量関 111 ・ 気 1fi)ρ11 ・ 暖房事 ・ 雪か

き 111などにおいて巡転に必要な諸条件を具備し， 重量:の配分を

適当に調義した場合の状態。運転に必要な諸条件とはたとえば

蒸気括韓関車では采務員が采務し ， 燃料 ・ 水 ・ 砂および道具類な

どを積lliX:することである。

運転整備の状態における車両の総重量を運転準備重量といい

車両設計上重裂な要素である。国鉄では蒸気機関車の場合つぎ

の状態における霊:lït をいう。

1 ポイラ内の水位は使用圧において火袋天井(てんじよう)

板最高部上 150mm (傑準) とする。

2 火絡子(こうし)上の燃料の重量ならびに灰箱内の灰の霊

i副主火絡子 1m' につき 200kg を標準とする。

3 煙室には 5kg 以上のシ γ ダを有しないものとする。

4 砂箱には砂を満載するものとする 。 ただし砂の重量は

1m' につき 1 ， 500 kg を標準 とする。

5 水タン ク には*を満íIiX:し，燃料障には指定量の燃料をf}t

i依するものとする 。

6 乗務員は通常 2 人 とし 1 人当りの重量は 70kg を傑準と

する。

7 必裂な道具類は全部政放するものとする。(高桑五六)

う んでんせいり 運転整理 列車の運転時刻は平常の輸送裂

前，来客の多少， iJ\:l:'í: I]J:怖を標準として定めてあるので，奥常

に客貨が殺到したり天候状態が悪化して，暴風雨雪またはI]I故

が発生した場合などには，所定の運転I時刻どおりに運転する こ

とが闘難とな って ， 列車が遅延するか運転不能となることがあ

る。しかし鉄道の答J'{輸送計画は列車が定められた運転時刻ど

おりに運行して，始めてその目的が達成されるものであるから，

列車迎行が混乱すると鉄道の経営自的が阻害されるばかり でな

く， 利用者に多大の迷惑をおよぼすことになる。そこで列車巡

行をつとめて正常な状慾に保持するために ， 遅延した列車が他

の列車に影響をおよぼすのをできるどけ少なくしながら ， 遅延

を回復させることが必要になってくる。 このように列車の正常

連行を保持するために行う運行管理の業務を運転整理という。

迎転整l'Jlは3'1] 11<運行の混乱した場合に列車の極別 ・ 使命 ・ 行

先 ・ 前途の接続 ・ 線路の状態など考えあわせて， 優先運転/1原I'f

の決定 ・ 行進駅の変更 ・ 一時的時刻変更等を行って遅延の回復
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